
第１回

５月１３日（土）８：００～１０：００

①自己紹介・事業計画書・設置要項確認

②校長挨拶

▶85名元気でコロナ・不登校児童なし

▶統合に向けた交流を活発にしている（大型タクシーなどの移動手段の市費活用）

①今年度の学校経営方針・教育目標・教育計画について

▶三校連携の目標にもなっている「何かに夢中になっている取り組む子」を目指し「輝く瞳」を合い言葉に教

育活動を行っている。

▶２7日の運動会は招待状を出していないが、自由に来校してほしい。（来賓席も用意）

②学校運営協議会より

▶保護者による学校サポーター「向田っ子サポーター」は7名登録（第1回目を3年生校外学習引率支援

で計画）

▶5月中に地区へ回覧し地区のサポーターも募集

　・草刈り・清掃ボランティアは登録せずに、これまで同様に自由に来校して活動していただく。

　・各公民館に掲示依頼（小田さん→眞田さん）

　・ボランティア活動来校時は、車の使用を認める

▶「Ｍらっこタイム」（放課後学力向上・スポーツ教室）は、東小で行っている囲碁教室、漢字検定も参

加可能とし、向田小のドッジボールも東小に配布→交流の場とする

　・送迎付きなど文書を配布し6月21日から開催予定

③閉校に向けて

▶子供たちや区長が参加する話合いの場があってもよい（通学路や交差点など市への要望の発信の場に

もなる）

▶思い出を大切にするイベント（向田小の歴史を飾る展覧会を向田小で開催し、1週間～1か月自由に

出入り可能とする、校歌のダンスをみんなで踊るなど）

　・写真などの募集を「広報すその」に掲載

　・不審者対応として、ダミーの防犯カメラ設置も検討

　・土日も開催するのではあれば体育館の開放を使用

　・過去に校歌に振り付けたことがある→調査中

▶閉校に向けた組織（実行委員会など）をつくる必要がある（イベントや写真の管理、広報活動など）

ただ、イベントを考えるとずれてしまう気もする。

▶地域でも向田小の子としてのアイデンティティを残すために、地域と子供をつなげ活動の日常化を目指し

ていく予定

　・青葉台お泊まり会や放課後Ｍらっ子などを通して、地域の方に全児童名を覚えてもらえるようにしたい

　・トークフォークダンス（全校児童と地域）も行ってはどうか。

▶一番は子供たちの思いを大切にしたい。（先生方の思いも含める）

▶黒板アートもやってみたい（閉校に限らず、地域や先輩に依頼しコーディネートする方がいればいつでも

可能）

　・運動や読み、書きだけでない美術や折り紙などが得意な子供が活躍できる場になる

①第3回学校清掃ボランティア

・本日中止のため、同じ分担で実施（暑いので短時間・水分は各自持参）

②スクールゾーン車輌進入時間帯変更要望

・登校時刻変更に伴い、７：００～８：００を７：３０～８：３０に変更要望申請中

③第2回地域学校運営協働本部実行委員会を8月26日（土）に予定

・次回よりＰＴＡ副会長景山さんも実行委員として参加予定
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